
伝統芸能等による文化交流イベント開催支援事業補助金交付要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、伝統芸能等による文化交流イベント開催支援事業補助金（以下「補助金」と

いう。）の交付に関し、中海・宍道湖・大山圏域市長会補助金等交付要綱（平成２４年４月１日

施行。以下「要綱」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において「伝統芸能等による文化交流イベント」とは、中海・宍道湖・大山圏域

（以下「圏域」という。）を構成する市（米子市・境港市・松江市・出雲市・安来市）で開催さ

れる伝統芸能等による文化交流イベントをいう。 

（補助金の目的） 

第３条 この補助金は、伝統芸能等による文化交流イベントにおける交流を促進することにより、

圏域の構成市及び住民が互いに連携と連帯を深め、もって活力ある地域づくりを推進することを

目的とする。 

（補助金の交付） 

第４条 前条の目的の達成に資するため、中海・宍道湖・大山圏域市長会（以下「市長会」とい

う。）は、圏域における伝統芸能等による文化交流イベントに対し、予算の範囲内において補助

金を交付するものとする。 

（補助対象者） 

第５条 補助金の交付対象となる者（以下「補助事業者」という。）は、伝統芸能等による文化交

流イベントを主催する団体とする。 

（補助対象事業） 

第６条 補助金の交付対象となる事業（以下「補助事業」という。）は、次に掲げる要件すべてに

該当するものとする。 

（１）第２条に掲げる伝統芸能等による文化交流イベントであること。 

（２）補助事業は、補助金の交付決定を行った日の属する年度の３月３１日までに完了するもの

であること。 

（３）市長会の構成自治体と連携した取組であること。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する活動は、補助金の対象外とする。 

（１）政治的な目的で実施されるもの 

（２）宗教的な目的で実施されるもの 

（３）営利を目的とするもの 

（４）前各号に掲げるもののほか、会長が適当でないと認めるもの 

（補助対象経費） 

第７条 補助金の交付の対象となる経費(以下「補助対象経費」という。)及び補助率並びに補助金

の限度額等は、別表に定めるとおりとする。ただし、国、県その他の団体から補助金その他の金

銭等の交付を受ける場合にあっては、その対象経費については補助対象経費から除く。 

（交付申請） 

第８条 要綱第４条第１項に規定する補助金等交付申請書には、次に掲げる書類を添付しなければ

ならない。 

 （１）中海・宍道湖・大山圏域イベント交流事業計画書（別記様式第１号） 

（２）前号に掲げるもののほか、会長が必要と認める書類 

 



（審査） 

第９条 交付申請のあった対象事業に対する補助金の交付決定に係る審査は、市長会事務局にお

いて行うものとする。 

（実績報告） 

第１０条 補助事業者は、当該補助事業が完了した場合は、その完了した日から起算して２０日

を経過する日又は当該補助金交付の決定があった日の属する市長会の会計年度の末日のいずれ

か早い日までに、要綱第１２条に規定する補助事業等実績報告書に次に掲げる書類を添えて、

会長に提出しなければならない。 

 （１）中海・宍道湖・大山圏域イベント交流事業実績報告書（別記様式第２号） 

（２）前各に掲げるもののほか、会長が必要と認める書類 

（規定外事項） 

第１１条 この要領に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附  則  

この要領は、令和８年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

別表（第７条関係） 

補助対象経費の種別 補助率 補助限度額 

謝金、食糧費、移動費、運搬費、そ

の他会長が認める経費 

補助対象経費の10分の10以内 10万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


